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まちのできごとを紹介します。
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　青垣生涯学習センターで「いらなくなっ
たタオルでぞうりを作ろう！」が開催され
ました。
　使い古したタオルを切って編み込み、オ
リジナルのぞうりを作りながら、参加者は
リサイクルについて学んでいました。
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　防衛大学校に入校される予定の町在住者、
西垣太晴さん（写真中央）への激励会が行
われました。
　高江町長と黒壁義紀さん（奈良地方協力
本部本部長）から、西垣さんへ激励の言葉
がかけられました。
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　きれいな川を取り戻すため「マイリバー
YAMATO　みんなの手で美しい川に！」
をスローガンとして、大和川一斉清掃が県
内で実施されました。
　町の清掃箇所である寺川沿いの秦庄橋
から茶屋前橋の堤防などを清掃し、230kg
のごみや原動機付自動車などの大型ごみも
回収しました。
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　町内各幼稚園、小・中学校で卒園式・卒
業式が行われました。認定こども園平野幼
稚園では、卒園児が園長先生から修了証書
をお祝いの言葉とともに受け取りました。
　卒園児たちは、卒園の歌を元気よく歌い、
先生や保護者に見送られ思い出の園舎を後
にしました。
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　最新の町行政情報をお届け

町政トピックス

■行方不明高齢者等ＳＯＳネットワークを構築

　警察や関係事業所などとともに「行方不明高齢者
等 SOS ネットワーク」を構築します。
　これは、高齢者などの行方不明に係る警察への届
出や行政への相談がなされた際に、警察や行政、関
係事業所などにおいて情報を共有し、速やかな発見
に繋げていくものです。

04-2-広報たわらもと4月号-カラー.indd   2604-2-広報たわらもと4月号-カラー.indd   26 2025/03/21   17:27:462025/03/21   17:27:46



　早いもので、私が町政を担わせていた
だいてから 1 月 31 日で１年を経ました。
就任以来、町民の皆様とともに「幸せを
感じられる田原本」のより一層の実現を
目指して「人が繋がり居場所と出番のあ
るまち」「安心安全を感じられるまち」「未
来にツケを残さない持続可能なまち」こ
れら３つの柱を掲げ、全身全霊でまちづ
くりに取り組んできました。具体的な政
策面においては、「こどもまるごとプロ
ジェクト」や「たわらもと ReBORN プ
ロジェクト」、「たわらもとええ道プロ
ジェクト」、「ともに生きていくまちプロ
ジェクト Tawaramoto」、「未来を拓く
行革」などの新たな取組を打ち出すとと
もに、町民の皆様を主体としたまちづ
くりを進めるための２本の新たな条例、

「田原本町つながりと助け合い推進条例」、
「田原本町人権を尊重し多様性を認め合
い共に支え合うまちを目指す条例」の制
定など、着実に歩みを進めることができ
たものと考えております。令和７年度当
初予算につきましては「日常とつながり
を守り、さらに飛躍する『幸せを感じら
れる田原本』へ」をテーマといたしまし
た。これは意見交換会等による町民の皆
様との 20 回以上の対話や議員各位との
議論などを踏まえ、子育て支援や福祉の
充実、防災や居場所づくりに係る取組な
どにより、町民の皆様の日常とつながり
をしっかりお守りするとともに、教育や
産業への投資を加速することによって、

「幸せを感じられる田原本」のより一層
の実現を目指すものであります。
　令和５年度決算における実質公債費比
率が県内ワースト４位、経常収支比率が
県内ワースト３位という現状にあって、
公共施設の設備更新など、実施が必要な
臨時的かつ大規模な事業が複数あり、大

変厳しい状況での予算編成となりました
が、聖域なき行財政改革を断行すること
で、21 億円弱の財政効果を見込んでお
り、結果、行財政改革の短期的な目標で
ある決算ベースでの基金を充当しない予
算編成を９年振りに達成する見込みであ
るほか、当初予算ベースでも財政調整基
金の取り崩しを減らすことができました。

「変化こそ唯一の永遠である。」
　これは、明治期の芸術思想家、岡倉天心
の言葉であります。
　我々が生きるこの世界は、常に変化し続
けています。季節が巡り、社会が発展し、
我々自身も日々変化を重ねています。そし
て、この変化こそが、唯一永遠の真理であ
ります。
　日本が明治維新を迎えた時、西洋の文化
と技術を取り入れながらも、日本の伝統を
守ることで、世界に誇れる国へと成長しま
した。岡倉天心も、西洋美術の知識を取り
入れながら、日本美術の価値を見出し、そ
の素晴らしさを世界へ発信しました。
　我々も、時代の流れとともに変化し続け
なければなりません。変化を恐れるのでは
なく受け入れ、むしろ自らが変化を生み出
していくことが、より良いまちづくりにつ
ながるものと確信しています。
　失敗を恐れず、挑戦し続けることこそ
が、より良い未来を築く唯一の方法であり、

「日常とつながりを守り、さらに飛躍する
『幸せを感じられる田原本』」を実現すべく、
残りの任期２年 10 ヵ月においても、挑戦
をし続ける覚悟であります。私は町長とし
て、皆様とともに手を携えながら、より良
い未来を築くために全力を尽くしてまいり
ます。議員の皆様、そして町民の皆様にお
かれましては、町政に対するより一層のご
理解とお力添えを賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。

令和 7 年度
当初予算資料

令和 7 年度予算の概要に
ついては、本誌 2 ページ
からの特集をご覧ください。

令和７年度当初予算テーマ
日常とつながりを守り、さらに飛躍する

「幸せを感じられる田原本」へ

町議会での
施政方針演説

総時間：1 時間 17 分
うち施政方針：約 30 分

（QR コードは施政方針演
説開始時から再生）
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町 長
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町長活動記録

令和 7 年度
施政方針演説

（抜粋）

高江 啓史 高江 啓史 
田原本町長田原本町長
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